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V -65 重量空処埋を施したコンクリー卜の耐凍害性に関する研究
1.はじめに
密閉て当事大学学生員制川潮
吉宗蘭て業大学 I巨 員尾崎制
官室蘭て業大学坐 質管問紀之
コンクリートを寒冷地の舗装版に用いる場合、スパイクタイヤによる摩耗や凝結雨量解によみ猶傷が問題と
してあげられる。資空コンクリートばコンクリート表商の性質与を大i備に改善で売るので耐摩耗件。〉点から浮
わめて効果的な了，法であることを確認した¥l。
そごで本研究では、耐凍害性の点から、資空処理て法が空気泡に悪影響をあたえず h 賞やコンクリー卜が
有効な工法であることを確認する目的で、輿空処理を施したコンクリートの凍結融解試験手おどない、耐凍
害性について空気泡の測定結果とあわせて検討した。
2.実験概要
原外地而上に、厚き10c閥、商積3.BX1.55mの床販を4痛打設した。ごの内の2而はAEコンクリートで、
的の2而はnonAEコンクリ 表一 1 コンクリートの配合
ートであり、その配合ば表
一1の通りである。AEコン
クリートはスランプ4c園、空
気層:5%で、 nonAEコンクリ
ー卜はスランプ3cm、空気軽量
2.1%であった。コンクリートの締閑めには表面振動機を用い、
それぞれ2痛のコンクリート板のうち一方に費空処理を施し
たが、その嬰績は表面振動機を用いてコンクリー卜をなちし
たあと、図-1に示すようにフィルターマットでフレ、ソシユ
コンケリートを獲い¥そのヒにサクションマヴト考被せて島
空処理を行つ売。表商ftJ:げは、虞空処理を絡したものには
動力ごて号、無処理のものには令ごてを用いた。 図-] 輿fR処理システム
虞空処理時間は30分であり、資空処理到達度はAEコンク
1) _トでは0.90，nonAEコンクリートでは0.B9であった。な O 
お的経過後および州経過後に吸引時の測定を行った。 f iO 
養主主は乾燃を防ぐためにコンクリート版上に水を張って行つ 率巾
fを (%)ー
凍結融解試験は、上木学会事事準のコンクリートの凍結融解 30 
試験方法(案)に準拠して、 1サイクル4時間の水中におけ
る急速試験を行い供試体の中Jじ、温度はー1B~+50C の範昭にな
るように制御し、サイクルごとの動弾性係数および質母の測
定を行った。 f共試体は材令14日のものをコンクリー卜阪から
10 X 10 X 40cmになるように切り出し、各床版について 21闘用
• nonAEコンクリ ト
• AEコンタワート
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いた。 図-2 脱水準とJj(セメント比減λJ.'11f!
3.実験結果
限引水最から求めた脱水率および水セメント比の減少値を図-2に示す。輿空処理により*12メントl七は
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3に示す。 nonAEコンクリー
トの輿空処理したもの(耐久性
指数25.4)が無処理のもの(耐
300 400 
サイクル数(回)
図-3 凍結融持率回数と相対壁掛様性候教の関係
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父性指数6.0)に比べて耐凍害性重 10
が改善されているが、勿論AE 量 99
コンクリートには及はない。 A 変 98
ft 
Eコンクリートでは輿空処理を率 97
したもの(耐久性指数91.2)が無 l (% ) 96fー
処理のもの(耐久性指数86.7)に
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比べて若干改善ぎれている。
質量の変化を図-4に示す。
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図-4 凍結融解回数と覇軍変化慈の関係
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AEコンクリートの真空処理し
たものが試験終了時にて1%の重量減少を示し、供試{本表層部のモル
タルの欠落がほとんどみられなかったのに対して、無処想のものは
3~5% の重量減少を示し、供試体表!層部、下面よりモルタルの欠落
が目立った。
空隙率
5 10 15 
A E 
13.1% 
図ーらに傾化コンクリー卜の吸水牽から求めたコンク 1)ートの空
隙ヨ震を示す。ワーカビリチーが良く、奥空処理時の脱水の良かった nonA E 
AEコンクリートにおいて最も空隙が小きくなっている。
一方、図-6は硬化コンクリートの気泡分布測定結果より求めた
14.3% 
己二コ 処理前
AEコンクリートの空気睡であるιごれによるとモルタル分の多い ~ 処理後
上!爵表商の空気聖堂は、無処理のものに比べ小きくなっているが、内 問-5 -!詩情外線前後のヤ隙率
部の吹気扇は輿空処理したものがむしろ多くなっており、空気J包の
上昇による減少がないことがわかる。
4.おわりに i届
(1)ワーカピリチーの良いコンクリートほど的処理による脱水効立
巣は大きく、水セメント比を減少させる。
(2) A E剤によるエントレインドエアーが、資空処哩によって被け I二層
4.01% 
出ないために空気慢が減少しないことが確認された。
(3)虞空処理を施したコンクリートは、 AE剤によるエントレイン
ドエアーを減少させることなしに脱水し水セメン卜比を低下容せる
ごとが可能なため、コンクリートの耐凍害性が改善きれる。
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